
賛賛 否否 のの 公公 表表
※採決で賛否が分かれた案件の審議内容です。賛成及び反対の立場から討論がありましたので、

　その要旨を掲載します。これ以外の案件は全会一致で可決等されています。

●採決結果一覧表●

議席 会派 議案第１号 請願第23号 議案第２号 議案第３号 議案第４号 議案第５号氏　　名

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

26

27

28

29

30

31

32

33

34

爽志

公明

爽志

市民

市民

創政

市民

創政

爽志

公明

創政

爽志

共産

爽志

創政

創政

市民

創政

共産

市民

爽志

(創政）

共産

創政

政凛

政凛

政凛

創政

創政

政凛

共産

無

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

反対

反対

反対

賛成

反対

反対

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

反対

賛成

賛成

反対

反対

賛成

15:17

反対

反対

反対

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

反対

反対

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

反対

反対

賛成

反対

賛成

反対

13:19

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

反対

反対

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

26：6

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

28：4

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

28：4

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

28：4

議案第16号

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

28：4

議案第19号

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

反対

賛成

28：4

菅原　由和

飯坂　一也

三ノ宮　治

髙橋　政一

佐藤　郁夫

菊地　孝男

千葉　正文

関　　笙子

加藤　　清

阿部加代子

中西　秀俊

小野寺隆夫

菅原　　明

三宅　正克

菊池堅太郎

小野寺　重

千葉　悟郎

藤田　慶則

今野　裕文

佐藤　邦夫

及川　梅男

内田　和良

千田美津子

遠藤　　敏

佐藤　修孝

菊池　嘉穂

新田　久治

小野　幸宣

佐藤　克夫

高橋　瑞男

及川　善男

中澤　俊明

賛成：反対

（注1）請願第23号は原案についての表決          
（注2）議席23　内田和良議員は3月16日に会派離脱のため、議案第１6号、19号の採決の際は無会派
　　※議長は採決には加わりません。（議席順。敬称略。）
　　※会派名　　創政：創政会、爽志：爽志会、市民：市民クラブ、
　　　　　　　　政凛：政凛会、共産：日本共産党、公明：公明党、
　　　　　　　　無：無会派

東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委
員
会
報
告

第1回定例会 第1回臨時会

請願第26号を審査する震災特別委員会（3/9）

23奥州市議会だより 22

○
請
願
第
23
号
　
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
反
対
し
、
現
行
保
育
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
（
教
育
厚

生
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

【
不
採
択
】に
対
す
る
討
論
）

反
対
討
論
　
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
ま
だ
概
要
が
は
っ
き
り

し
な
い
部
分
が
あ
り
、
そ
の

権
限
が
国
か
ら
市
町
村
に
委

ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
市
町
村
に
よ
っ
て
格
差

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
法
案
も
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

状
況
の
中
で
、
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

原
案
に
賛
成
し
委
員
長
報
告

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
で
は
、
児
童
福
祉
法
24

条
は
堅
持
す
る
と
い
う
こ
と

が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

な
お
か
つ
応
益
負
担
に
つ
い

て
は
市
町
村
に
お
い
て
、
所

得
階
層
に
よ
る
応
能
負
担
を

原
則
に
す
る
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
待
機
児
童
を
解

消
す
る
た
め
に
保
育
の
量
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
が
主
眼

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
案
に

反
対
し
委
員
長
報
告
に
賛
成

す
る
。

○
議
案
第
３
号
　
奥
州
市
地

区
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

反
対
討
論
　
社
会
教
育
法
第

５
条
の
観
点
か
ら
社
会
教
育

の
拠
点
と
体
制
が
な
く
な
り
、

社
会
教
育
が
大
幅
に
後
退
す

る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
と

考
え
る
こ
と
。
第
２
は
公
民

館
と
地
区
セ
ン
タ
ー
の
併
設

の
弊
害
が
具
体
的
で
な
く
、

無
理
し
て
一
本
化
す
る
必
要

性
が
明
確
で
な
い
と
考
え
る

こ
と
。
第
３
に
地
区
セ
ン
タ

ー
と
市
民
と
の
関
係
で
、
公

共
性
、
平
等
性
を
確
保
さ
れ

る
か
大
き
な
疑
問
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
観
点
か
ら
反
対
す

る
。

○
議
案
第
４
号
　
行
政
組
織

の
改
編
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

反
対
討
論
　
自
治
区
制
終
了

後
の
28
年
度
を
目
処
に
、
総

合
支
所
で
行
う
べ
き
業
務
の

厳
選
と
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化

が
図
ら
れ
、
総
合
支
所
に
は

最
低
限
の
職
員
を
置
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
総
合
支
所
機

能
が
弱
ま
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
る
。
危
機
管
理
課
あ
る
い

は
放
射
能
対
策
室
の
設
置
に

つ
い
て
年
度
途
中
で
あ
っ
て

も
見
直
す
と
い
う
答
弁
も
あ

る
が
、
機
敏
に
対
応
で
き
る

配
置
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ま
た
、
税
務
分

室
の
廃
止
、
保
育
所
長
の
非

常
勤
化
な
ど
、
市
民
の
目
か

ら
見
れ
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
大
き
な
後
退
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

○
議
案
第
５
号
　
奥
州
市
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

反
対
討
論
　
条
例
改
正
の
内

容
は
介
護
保
険
料
の
大
幅
な

値
上
げ
で
あ
り
、
高
齢
者
は

保
険
料
の
値
上
げ
を
我
慢
す

る
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
の
を
我
慢
す
る
か
と
い

う
選
択
を
常
に
迫
ら
れ
、
制

度
改
編
の
た
め
に
負
担
増
と

サ
ー
ビ
ス
切
捨
て
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
理
由
か

ら
反
対
す
る
。

○
議
案
第
16
号
　
平
成
24
年

度
奥
州
市
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論
　
久
田
前
田
中
線

整
備
事
業
な
ど
急
が
な
く
て

い
い
も
の
は
急
が
ず
、
企
業

立
地
奨
励
工
業
用
水
補
給
金

に
つ
い
て
は
減
額
な
ど
、
見

直
し
す
る
も
の
は
見
直
し
を

す
る
べ
き
で
あ
る
と
求
め
て

き
た
が
、
そ
の
方
向
に
改
善

さ
れ
な
い
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
一
部
認
め
が
た
い
点
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
反
対
す

る
。

賛
成
討
論
　
奥
州
市
に
お
い

て
も
限
ら
れ
た
地
区
だ
け
の

選
択
と
集
中
で
は
な
く
、
30

の
地
区
が
成
り
立
た
な
い
奥

州
市
は
あ
り
え
な
い
。
30
地

区
の
地
域
の
個
性
が
光
り
輝

く
こ
と
が
奥
州
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
、
そ

れ
に
伴
い
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
の
誘
致
実
現
を
目
指

し
、
世
界
に
誇
れ
る
奥
州
市

の
ス
タ
ー
ト
元
年
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

○
議
案
第
19
号
　
平
成
24
年

度
奥
州
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

反
対
討
論
　
特
養
へ
の
入
所

待
機
者
の
解
消
と
保
険
料
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
施
設
整

備
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

市
の
財
政
負
担
が
大
き
な
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
胆
江
地
域
は
第
１

号
被
保
険
者
の
数
と
施
設
入

所
可
能
数
で
見
る
と
、
老
人

福
祉
施
設
も
老
人
健
康
施
設

も
県
内
で
は
最
下
位
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
お
り
、
年
々
そ

の
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
る

状
況
を
早
期
に
脱
却
す
べ
き

と
考
え
反
対
す
る
。

　

1月
12
日
、

3月

9日

に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

1月
12
日
の
委
員
会
で

は
、
東
京
電
力
に
対
す
る

要
望
活
動
の
実
施
に
つ
い

て
、
生
活
空
間
に
お
け
る

当
面
の
除
染
方
針
に
つ
い

て
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

3月

9日
の
委
員
会
で

は
、
付
託
を
受
け
た
請
願

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
請
願
第
25
号
「
農
作
業

に
お
け
る
野
外
焼
却
の
安

全
面
の
確
認
に
つ
い
て
の

請
願
」
で
は
、
放
射
能
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
に
は
、
農
作
業
に
お
け

る
野
外
焼
却
の
安
全
面
を

確
認
す
る
こ
と
が
早
急
に

必
要
で
、
野
外
焼
却
に
関

す
る
適
切
な
措
置
を
求
め

る
願
い
は
理
解
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
請
願

第
26
号
「
放
射
能
汚
染
に

伴
う
給
食
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
の
請
願
」で
は
、市

内
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康

が
早
期
に
確
保
さ
れ
る
た

め
に
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
食
品
の
放

射
能
測
定
に
万
全
を
期
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

数
値
を
公
表
す
る
な
ど
保

護
者
の
安
心
を
得
る
こ
と

に
努
め
、
弁
当
等
を
持
参

す
る
児
童
生
徒
に
対
し
学

校
内
で
の
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
願
い
は
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　
奥
州
市
、
一
関
市
、
平
泉
町
の
３
市
町
議
会
は

1月
17

日
東
京
電
力（
西
澤
俊
夫
社
長
）本
社
を
訪
れ
（
広
瀬
常
務

ら
が
対
応
）、「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
要
求
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。
３
市
町
議
会
か

ら
は
正
副
議
長
や
震
災
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
20
人
が

訪
問
し
、
相
談
窓
口
の
岩
手
県
南
設
置
や
放
射
能
測
定
・

除
染
に
要
し
た
費
用
の
全
額
負
担
な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
に
よ
る
回
答
は
、

1月
31
日
に
福
島
原
子
力

被
災
者
支
援
対
策
本
部
が
来
庁
し
、
３
市
町
議
会
の
正
副

議
長
な
ど
の
出
席
の
も
と
、
回
答
書
が
各
議
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
や

個
別
相
談
会
の
開
催
な
ど
、
市
と
連
携
を
取
り
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
、
相
談
窓
口
の
常
設
に
つ
い
て
は
回
答
を

得
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
全
て
の
要
求
に

対
し
て
は
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
も
と
対
応
し
て
い
く

と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、

３
市
町
議
会
連
携
を

図
り
な
が
ら
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

1/31渡辺議長に回答書を手渡す

東
京
電
力
へ
の
要
求
活
動

２
市
１
町
が
東
電
へ


